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発
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①
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市 の 人 口 	男 25,372人 	 世 帯 数 14,664 

	

52,634人 	女 27,262人 	 （昭和60年1月31日現在）住民基本台帳から 

 

ど
の
子
も
澄
ま
し
て
行
儀
よ
く
 

き
ち
ん
と
机
に
す
わ
っ
て
る
 

み
な
さ
ん
お
早
う
ご
ぎ
い
ま
す
 

先
生
み
ん
な
を
見
渡
し
て
 

自
分
の
名
前
言
え
る
か
な
？

・
 

き
け
ば

一
緒
に
手
が
あ
が
る
 

そ
れ
で
は
名
前
呼
び
ま
す
よ
 

う
し
ろ
を
見
れ
ば
母
さ
ん
が
 

う
な
ず
き
な
が
ら
見
て
い
ま
す
 

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
 

渡
っ
ち
ゃ

い
け
な
い
赤
信
号
 

右
も
左
も
気
を

つ
け
て
 

青
い
信
号
渡
り
ま
す
。
 

き
ら
き
ら
光
る
お
利
口
さ
ん
 

み
ん
な
静
か
に
聞
い
て
ま
す
 

知
っ
て
る
顔
も

い
る
け
れ
ど
 

知
ら
な
い
顔
も
い
っ
ば
い
だ
 

こ
れ
か
ら
仲
よ
し
お
友
だ
ち
 

目
と
目
が
合
っ
て
に
っ
こ
り
と
 

笑
顔
が
返
る
子
ら
も
い
る
 

兄
さ
ん
姉
さ
ん
待
っ
て
い
る
 

早
く
来
た
い
な
こ
の
学
校
 

楽
し

い
夢
が
空
を
と
ぶ
 

待
っ
て
た

一
日
入
学
日
 

も
う
す
ぐ
う
れ
し

い
一
年
生
 

今
日
は
母
さ
ん
一
緒
だ
が
 

春
に
は
一
人
で
通
い
ま
す
 

学
校
広
く
て
迷
い
そ
う
 

教
室
た
く
さ
ん
並
ん
で
て
 

長
い
廊
下
が
続
い
て
る
 

体
育
館
も
で
っ
か
い
な
ァ
 

 

    



個人30人 
6 団体 ‘・・ 

広報ごしょがわら 	 （586号） ② 昭和60年（1985年） 3 月 1日 

市
ス
ポ
 

ー
L
可
『一
事
ョ
、一
二
二
」
」

ー
」
R
k
一（
し
 
個
人3
7人
 

頻
鄭
五
回授
噴に
」
注ー
潜
ん
「
繊

艮

×
ノ
 

昭
和
五
十
九
年
度
の
市
文
化

奨
励
賞
・
ス
ポ
ー
ッ
賞
の
表
彰

式
が
二
月
二
十
三
日
、
市
中
央

公
民
館
に
関
係
者
約
二
百
五
十

人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

本
年
度
の
文
化
奨
励
賞
に
、
 

音
楽
振
興
に
寄
与
し
た
五
所
川

原
合
唱
団
が
五
十
年
か
ら
連
続

十
回
受
賞
し
た
ほ
か
個
人
三
＋

人
、
五
団
体
（
九
十
一
人
）
、五

回
受
賞
一
人
。
 

ス
ポ
ー
ソ
賞
に
は
五
十
九
年
 

ロ
個
人
 

▽
書
道
ー
工
藤
真
理
子
、
佐

々
木
智
也
（
以
上
松
野
木
小
五

年
）
、片
岡
節
子
、
片
岡
敏
幸
（
 

以
上
二
中
二
年
）
、長
尾
千
穂
子
 

（
野里
小
五
年
）
、寺
田
康
行
（中

央
小
五
年
）
、中
川
潤
一
、
中
川

守
、
片
岡
範
仁
（
以
上
二
中
一

年
）
、佐
々
木
範
子
、
中
川
美
雪
、
 

片
岡
和
人
（
以
上
同
三
年
）
、横

嶋
美
由
紀
（
五
高

一
年
）
、中
川

伸
吾
（
五
農
高

一
年
）
、佐
々
木

伸
子

（
五商
高
一
年
）
 

▽
作
文
ー
長
尾
学
（
南
小
三

年
）
、土
岐
千
佳
子
（
二
中
三
年
）
、
 

▽
詩
廿
浅
利
康
徳
（
梅
泉
小
 

」
犀
）
 

▽
短
歌
ー
野
呂
富
枝
（
津
軽
 
 

度
県
春
季
陸
上
選
手
権
円
盤
投

げ
第
一
位
の
安
田
信
昭
選
手
ほ

か
三
十
六
人
、
十
四
団
体
（
百

二
十
九
人
）
、五
回
受
賞
二
人
が

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
 

特
別
褒
賞
に
は
、
五
十
九
年

度
卓
球
全
日
本
学
生
選
手
権
男

子
シ
ン
グ
ル
ス
第
二
位
三
上
雅

也
・
五
十
九
年
度
陸
上
県
春
季

選
手
権
走
巾
と
び
優
勝
の
原
知

紀
の
両
選
手
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

表
彰
式
で
は
、
高
橋
民
一
市
 

ア
ス
ナ
ロ
短
歌
会
）
 

▽
俳
句
ー
工
藤
浩
爾
（
南
小

五
年
）
、春
藤
仁
志
、
大
橋
幸
一
、
 

伊
藤
直
樹
、
吉
村
譲
、
神
純
子
 

（
以
上
同
六年
）
 

▽
囲
碁
ー
佐
々
木
宏
文
、
工

藤
和
豊
（
以
上
日
本
棋
院
五
所

川
原
支
部
）
▽
研
究
l
木
村
チ

ョ
（
梅
泉
小
教
員
）
▽
絵
画

廿

坂
本
菊
枝
（
市
内
田
町
主
婦
）
 

▽
標
語

ー
鶴
谷
武
親

（
一中

一
年
）
 

ロ
団
体
 

▽
研
究
ー
梅
泉
小
学
校

（
木

村
チ
ョ
他
八
名
）
、▽
珠
算
ー
飯

詰
珠
算
教
室
（
和
島
弥
生
他
一
一

名
）
▽
囲
碁
ー
日
本
棋
院
五
所

川
原
支
部
（
佐
々
木
宏
文
他
四
 
 

教
育
委
員
長
が
個
人
、
団
体
の

代
表
者
に
賞
状
と
記
念
品
を
授

与
し
、「今
回
の
受
賞
を
契
機
に
、
 

さ
ら
に
精
進
を
重
ね
、
市
の
芸

術
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
活
動

の
高
揚
の
た
め
、
ま
す
ま
す
活

躍
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。」
 

と
あ
い
さ
つ
。
 

ま
た
、
来
賓
の
森
田
市
長
が

コ
ー
十
一
世紀
に
向
け
て
、
若

い
み
な
さ
ん
に
大
き
な
期
待
が

も
た
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
栄
誉
 

名
）
▽
合
唱
廿
五
所
川
原
合
唱

団

（
笹
昭
夫
他四
十
七
名
）
、五

所
川
原
高
等
学
校
音
楽
部
（
伊

藤
千
賀
良
他
七
十
三
名
）
 

ロ
特
別
賞
 

▽
広
報
ー
栄
小
学
校
P
T
A
 

市
 
ス
ポ
 

ー
 

ロ
個
人
 

▽
陸
上
競
技
ー
安
田
信
昭
、
 

細
田
進
、
原
知
紀
（
以
上
陸
上

競
技
協
会
）
、藤
田
茂
（
五
農
高
）
、
 

高
橋
将
成
、
小
田
桐
二
郎
、
太

田
ひ
と
み

（以
上
木
造
高
）
、小

山
内
弘
、
高
橋
伸
治
、
寺
田
卓

生
、
山
形
祥
子
、
佐
藤
元
美
 

（
一
中）
、斎
藤
仁
美

（
羽
野木

沢
小
）
 

▽
卓
球
競
技
ー
三
上
雅
也
（
 

（
五
所川
原
卓
球
協
会
）
、工
藤
 
 

は
不
擁
不
屈
の
努
力
の
成
果
で
 

あ
り
、
こ
れ
を
契
機
に
な
お

一

層
の
研
鎖
努
力
を
重
ね
て
く
だ

さ
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
受
賞
者
を
代
表

し
、
南
小
学
校
六
年
の
吉
村
譲

君
ー
市
文
化
奨
励
賞
俳
句
部
門
 

ー
が
、「
こ
れ
か
ら
も

一
生
懸
命

が
ん
ば
り
ま
す
」
と
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
式
を
終
り
ま
し
た
。
 

受
賞
者
、
団
体
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

ロ
五
回
受
賞
（
個
人
）
 

▽
囲
碁
ー
工
藤
和
豊

（
日本
 

棋
院
五
所
川
原
支
部
）
 

ロ
十
回
受
賞

（
団
体
）
 

▽
合
唱
 
五
所
川
原
合
唱
団
 

ツ

賞
 

慶
人
（
三
本
木
高
）
、斎
藤
佳
史
、
 

平
岡
希
美
代
、
櫛
引
理
恵
（
以

上
一
中
）
、松
野
新
子
（
山
田
高
）
、
 

櫛
引
英
嗣
、
横
山
幸
子
（
以
上

南
小
）
、
 

▽
小
林
寺
挙
法
上
局
松
亨
、
 

赤
石
靖
忠

（以
上
第
一
高
）
 

▽
相
撲
ー
葛
西
二
三
彦
、
長

内
敏
也
（
以
上
五
農
高
）
、伊
東

勝
人
、
葛
西
孝
彦
（
以
上
五
商

高
）
、江
良
慈
彦
（
毘
沙
門
小
）
 

▽
柔
道
ー
成
田
光

（
八
工専
）
 

文

化
奨

励
賞
 

阻害されると思われる 

販売機販売をなくしよう 
五所川原地区BBS 会 
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高橋市教育委員長から賞状を贈られる江良慈彦君 

（昆沙門小6年） 

少年の健全な育成が 

俗悪雑誌の自動 

 

   

 

市青少年対策室（合34-2941番） 

イ

×
 

森田市長から激励を受け、お礼を述

べる三浦宏文君 

入隊者の門出を祝す 

西
北
五
地
区
自
衛
官

募
集
事
務
連
絡
協
議
会
 

（
会
長
・
森
田
市
長
）
 

主
催
の
五
十
九
年
度
自

衛
隊
新
入
隊
予
定
者
の

激
励
会
が

二
月
十
四
日
、
 

市
中
央
公
民
館
に
関
係

者
ら
約
二
百
人
が
出
席

し
で
行
わ
れ
、
入
隊
者

の
門
出
を
祝
し
ま
し
た
。
 

西
北
五
地
方
か
ら
の

新
入
隊
予
定
者
は
、

い
 
 

ず
れ
も
高
校
生
で
五
所
川
原
市

の
十
一
人
を
最
高
に
女
子
一
人

を
含
む
六
十
二
人
で
す
。
 

激
励
会
で
は
、
主
催
者
の
森

田
市
長
が
「
健
康
に
留
意
し
て
、
 

一
日
も
早
く
立
派
な
自
衛
官
に

な
る
よ
う
に
ー
新
た
な
決
意
で

頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
 
と
あい
さ

つ
を
述
べ
、
続
い
て
来
賓
の
菊

池
武
正
自
衛
隊
協
力
会
津
軽
地

区
連
絡
協
議
会
長
、
松
山
省
一
一

陸
上
自
衛
隊
第
三
十
九
連
隊
長
 

▽
弓
道
廿
工
藤

誠
一
 
（
五
所川
原

弓
道
会
）
▽
レ
ス

リ
ン
グ
ー
古
川
修
、
 

小
坂
明
（
以
上
光

星
学
院
）
▽
ボ
ク
 

、
ン
ン
グー
木
村
繁

仁
、
川
口
真
史

（
 

以
上
青
商
高
）
▽

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
ー
江
良
義

文
（
五
工
高
）
▽

水
泳

ー
蝦
名
佳
子
 

（
五
高
）
▽
ス
キ
 

ー
廿
今
克
之
（
松

島
小
）
 

ロ
団
体
 

V
野
球
廿
蒼
空
 

ら
が
励
ま
し
と
歓
迎
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
入
隊
予
定
者
が
一

人
一
人
紹
介
さ
れ
、

先
輩
隊
員

で
陸
上
自
衛
隊
第
三
十
九
普
通

科
連
隊
員
の
秋
田
谷
一
人
さ
ん
 

（
金
木
町
出
身
）
が
歓
迎
の
言

葉
を
述
べ
、
入
隊
予
定
者
を
代

表
し
て
木
造
高
校
出
身
の
三
浦

宏
文
君
が
「

よ
き
先
輩
に
負
け

な
い
よ
う
、
立
派
な
自
衛
官
に

な
り
ま
す
」
と
力
強
く
決
意
を
 
 

ク
ラ
ブ
、
み
な
み
ク
ラ
ブ
 

▽
卓
球
ー
五
所
川
原
第

一
中
学
 

校
男
子
卓
球
部
・
女
子
卓
球
部
 

南
小
学
校
男
子
卓
球
部
・
女
子

卓
球
部
、
み
な
み
卓
球
ス
ポ

ー
 

ッ
少
年
団
 

▽
弓
道
ー
五
所
川
原
弓
道
会
、
 

五
所
川
原
高
等
学
校
弓
道
部

▽
相
撲
ー
五
所
川
原
第
一
中

学
校
相
撲
部
 
▽
空
手
廿
五
所

川
原
高
等
学
校
空
手
部
 

▽
銃
剣
道
ー
五
所
川
原
銃
剣
道

協
会
 

▽
小
林
寺
撃
法
ー
五
所

川
原
工
業
高
等
学

校
少
林
寺
挙

法
部
 
▽
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
ー
五

所
川
原
商
業
高
等
学
校
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
 

ロ
五
回
受
賞
（
個
人
）
 

述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
陸
上
自
衛
隊
音

楽
隊
の
演
奏
や
父
兄
を
交
え
て

の
懇
談
で
自
衛
隊
の
理
解
を
深

め
て
い
ま
し
た
。
 

三
上
雅
也
、
原
知
紀
 

平山会長に目録を贈る尾崎正雄氏（左） 

福
祉
基
金
に
と
 

「
干
万
円
寄
付
 

市
内
田
町
一

八
七
に
住
む
会

社
役
員
尾
崎
正
雄
さ
ん
が

二
月

十
三
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
平

山
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
に
 

「福
祉
基
金
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
」
 
と
三
十
万
円
を寄
付
し

ま
し
た
。
 

一
月
七
日
、
亡
く
な
っ
た
母

に
寄
せ
ら
れ
た
香
典
返
し
を
兼

ね
て
寄
付
し
た
も
の
で
す
。
 

教
育
振
興
に
と
 

＋
五
万
円
寄
付
 

市
内
雛
田
に
住
む
市
文
化
褒

賞
受
賞
者
故
吉
岡
岩
五
郎
氏
の

妻
キ
ヌ
さ
ん
が
、
二
月
十
二
日

教
育
振
興
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
鈴
木
市
教
育
長
を

通
じ
て

十
五
万
円
を
渡
し
ま
し
た
。
 

紅
一
点
の
伝

法
さ
ん
も
 

自
衛
隊

・
西
北
五
か
ら
六
十
ニ
人
 

●

‘
●
‘
●
、
叫
●
‘
，

'
,
'
,
‘
，
《
，
‘
,
'
,
'
,
'
,
'
,
‘
，
吐
，
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学
習
す
る
「
ひ
ま
わ
り
」
 

の
み
な
さ
ん
 

r
 

短
 

「歌
 

ノ
 

五
所
川
原
短
歌
会
提
供
 

旅
を
詠
み
し
テ
レ
ビ
に
映
れ
る
人
選
歌
お
ほ
ら
か
な
る
調

べ
か
し
こ
み
て
聞
く
 
番

場
 
允
映

歩
道
に
は
雪
な
き
と
こ
ろ
積
む
所
あ
り
て
歩
み
の
お
ろ
そ

か
な
ら
ず
 

浜
田
 
ち
か

結
び
柳
活
け
し
青
竹
す
が
す
が
と
茶
室
に
な
ご
む
年
送
く

る
宵
 
鈴
木
と
み
さ

隣
り
家
の
幼
が
豆
ま
く
高
き
声
窓
よ
り
も
る
る
節
分
の
宵
 

野
呂
三
枝
子

吹
雪
荒
る
る
寒
波

つ
の
り
し
津
軽
路
に
除
雪
車
の
音
重
々
 

と
ひ
び
く
 

浜
山
 
て
い
 

ー

、
 

喜髪窃か女’グと 

ミ太シ - F-'Iミ‘、z七 ェ'LLTI uIi /ThJa士 予の和ひ 
、のこ C.ミより、いまミが大切火qJ殆木 二，．‘屍三マ 

春の全国火災予防運動 2月28日～3月31日 

五所川原地区消防事務組合・五所川原市消防本部 

を
目
的
に
五
十
五
年
六
月
に
結
 

開
い
て
お
り
、
広
く
一
般
の
方

成
さ
れ
、
現
在
の
会
員
は
会
社
 

々
の
参
加
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
 

員
や
公
務
員
、
主
婦
な
ど
二
十

二
人
。
地
元
ろ
う
あ
者
と
の
交

流
や
学
習
会
を
開
く
と
と
も
に
、
 

手
話
講
習
会
に
参
加
し
て
手
話

の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

奨
励
金
の
十
九
万
円
は
、
ビ

デ
オ
デ
ッ
キ
等
の
購
入
資
金
に

充
て
ら
れ
ま
す
。
小
笠
原
幸
子

会
長
は
「
各
種
の
研
修
会
や
手

話
講
習
会
に
利
用
す
る
ほ
か
、
 

手
話
通
訳
の
状
態
を
ビ
デ
オ
に

撮
り
手
話
技
術
の
向
上
に
役
立

て
た
い
」
 
と
話
して
い
ま
す
。
 

な
お
、
「
ひ
ま
わ
り
」
 
は
、毎

月
第

一
週
は
金
曜
日
、
第
二
、
 

三
・
四
は
火
曜
日
市
内
中
央
公

民
館
サ
ー
ク
ル
室
で
研
修
会
を
 

テレビ・防災キャンペーン 

青森放送（RAB）毎週木曜日10: 45-lO : 50 

放送日 ご存じですか 一防災ミニ百科ー 

3/14 火災篇 地下街からの脱出 

3/21 ク 目でみるガスの性質 

固定資産登録の確認を 

し、o 

課税台帳を縦覧しよう 

市税務課では、固定資産課税台帳を次の日程

で縦覧に供します。関係者は各自の固定資産課

税台帳を縦覧し、登録された事項を確認して下 

これは、固定資産の評価額など60年度の固定資

産税と都市計画税の税額の算定の基礎となるも

のですので、とくに昨年中に家屋を新増築した

り、土地を取得された方は必ず縦覧しましょう。 

なお、登録された事項に不服がある場合は、 

縦覧期間の初日から末日後10日までの間に、固

定資産評価審査委員会に審査の申し立てをする

ことができます。 

レ縦覧期間 4 月1日（月）~4月20日田まで 

ン縦覧場所 市税務課（本庁3階）ft35- 2111 

内線 206番 

（平日は午前8時30分から午後4時45分

で、土曜日は午前 8時30分から12時 

15分まで。） 

五
所
川
原
手
話
サ
ー
ク
ル
 

「
ひ
ま
わ
り
」
 
に
贈呈
 

朝
日
新
聞
東
京
厚
生
文
化
事

業
団
体
「
朝
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

奨
励
金
」
 
の
五
十
九年
度
贈
呈

団
体
に
、
当
市
の
手
話
サ
ー
ク

ル
 
「ひ
ま
わ
り
」
が
選
ば
れ
、
 

二
月
五
日
市
中
央
公
民
館
で
有

岡
二
郎
朝
日
新
聞
青
森
支
局
長

か
ら
十
九
万
円
の
小
切
手
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
 

「朝
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奨
励

金
」
 
は
、資
金
難
に
苦
し
み
な
 
 

が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続

け
て
い
る
グ
ル
ー
プ
や
団
体
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
、
五
十
九
年

度
は
全
国
百
十

一
件
の
申
請
の

う
ち
二
十
七
団
体
が
選
ば
れ
、
 

県
内
で
は
青
森
市
の
手
話
サ

ー
 

ク
ル
 
「ス
ク
ラ
ム
」
 
と
、当
市

の
手
話
サ
ー
ク
ル
「
ひ
ま
わ
り
」
 

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

「
ひ
ま
わ
り
」
‘は
、
聴
覚
障

害
者

へ
の
手
話
サ
ー
ビ
ス
活
動
 

l
'I

・
 一一‘

 

二g
、
お‘
叱
，ぐ
二
 

朝
 
日
ボ
 
 フ
ン
テ
ィ
ア
奨
励
金
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